
講師育成・ランク別制度

議題

01 なぜ︖

02 今回の⽬的

03 講師ランク制度

04 評価基準

05 締め

なぜ︖
・現在のFreewillの現状
→講師の質が個⼈の⼒量・経験・善意に依存している。

・それによる問題
→教室ごとの質の差・室⻑の過度な負担・講師が育ちきる前の離脱

しかし、

教育の質を本当に決めているのは「⼈」

講師が育たなければ、

どれだけ良いカリキュラムや理念があっても⽣徒も育たない。

⽬的

「教えられる講師」を量産することではない。

育成の最終到達点
講師が
⽣徒を育て、
講師を育て、
教室⽂化をつくる存在になること。

講師ランク制度 ランク別役割と権限



良い講師の条件 教室業務

明・元・素

指導理念 距離感

遊び⼼

＋のストローク

オープンマインド

働き⽅

授業の質勤務姿勢

教室貢献度⽣徒指導

講師評価のポイント

２０２６年度
からの具体的な
施策

週１振り返りの実施
⽬的︓思考の習慣化

項⽬︓

・「今週うまくいった授業は︖」
→誰の授業︖なぜ︖

・「改善できたと思う授業は︖」
→誰の授業︖どう改善できたか︖

・「来週の課題」

実施⽅法︓
毎週末に校舎チャットにて毎週末に提出

ランク別研修

例）・⾼校⼊試研修・講師FB研修・教室開閉研修・⽣徒⾯談研修
・保護者⾯談研修・講師主催研修

おわりに・・・

´教育者としての成⻑実感
→社会に出た時にいずれは教える⽴場になる。
その時にFreewillでの経験を活かせるように。

´キャリアの⾔語化
「ただのバイト」ではなく、「⼈を育てるプロ」に。


